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次の飛躍へ 確かな一歩を
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連合山梨ホームページ連合本部フェイスブック

　野党共闘が確認されてからの選挙戦であり、巨大与党との一騎打ち
は時間との闘いとなりました。
　連合山梨も連日の手振り行動や遊説隊支援、個人演説会への積極的
な参加など全力で取り組みましたが結果は及ばす、あと一歩届きませ
んでした。
　しかし、圧倒的な知名度不足のなか、短期間で浸透を図り、
150,327票を獲得したことは連合山梨に結集する組合員の皆様の努
力によって押し上げたものと考えます。
　また、連合組織内候補10名についても8名の当選を勝ち取る事が出
来ましたが、残念ながら２名の候補が落選する結果となりました。
　連合山梨はこの選挙結果をしっかりと受け止め、早期に第25回参
議院選挙の総括を進めて行くこととします。
　これまでの皆様のご支援に深く感謝申し上げます。
　ありがとうございました。

「山梨選挙区」選挙結果
いちき　伴　子　150,327票　
森　屋　ひろし　184,383票【当選】
猪　野　恵　司　　13,344票

〈比例代表 連合組織内候補者の結果〉【立憲民主党】 【国民民主党】

第25回参議院議員選挙第25回参議院議員選挙
選挙区  いちき伴子氏

大健闘しましたが残念ながら惜敗となりました

岸　真紀子当選
（自 治 労）

157,848 （全体）

1,179 （山梨）

水岡　俊一当選
（日 教 組）

148,309 （全体）

9,613 （山梨）

小澤　雅仁当選
（ＪＰ労組）

144,751 （全体）

2,456 （山梨）

吉川　沙織当選
（情報労連）

143,472 （全体）

1,594 （山梨）

森屋　隆当選
（私鉄総連）

104,339 （全体）

580 （山梨）

氏 名 （構成組織） 得 票 数

田村　麻美当選
（ＵＡゼンセン）

260,324 （全体）

1,318 （山梨）

磯崎　哲史当選
（自動車総連）

258,507 （全体）

674 （山梨）

浜野　喜史当選
（電力総連）

256,928 （全体）

2,286 （山梨）

石上　俊雄
（電機連合）

192,586 （全体）

1,658 （山梨）

田中　久弥
（Ｊ Ａ Ｍ）

143,467 （全体）

972 （山梨）

氏 名 （構成組織） 得 票 数
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すべての働く者の処遇を改善！すべての働く者の処遇を改善！

連合関東ブロック最低賃金学集会

中央最低賃金審議会の議論模様

2019年度の引き上げ額を答申
山梨県（Ｂランク）は引き上げの目安として27円
が示される

中央最低賃金
審 議 会

 法律相談 ＆ 「心のケア」カウンセリング のお知らせ

【お申込み】やまなし勤労者サポートセンター（担当・清水）  【お問合せ】TEL 055-227-6290  FAX 055-222-1189

相談時間／15:30～17:30
（相談時間 1人30分無料）10 9月 （水）日 11 7月 （木）日 12 11月 （水）日

10 2月 （水）日 11 6月 （水）日 12 4月 （水）日
カウンセリング時間／
18:30～20:30
（カウンセリング時間 1人50分無料）

法律相談

「心のケア」
カウンセリング

法 律 相 談

「心のケア」
カウンセリング

連合山梨は地方最低賃金審議会の労働側委員として、
安心して生活できるセーフティネットとしての最低
賃金について引き上げを強く求めていきます。

　中央最低賃金審議会は7月30日（火）に小委員会を開催し、
2019年度の最低賃金について「全国平均で27円引き上げるべき」
　 との答申を行いました。

　この決定によって山梨県（Ｂランク）は引き上げの目安として
27円が示されたことから、今後山梨県地方最低賃金審議会にお
いて、公益・使用者側・労働者側の３者による専門部会におい
て具体的な金額審議を行って決定していくこととなります。
　核家族化や賃金格差が進展する現代社会においてはセーフ
ティネットとしての最低賃金の引き上げは急務であり、安心し
て生活できる水準までの早期引き上げと地域間格差の是正に向
け、すべての労働者の代表として全力で取り組んでいきます。
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　７月10日（水）、労農福祉センターにおいて、労働災害の防止に
向けた「労働安全衛生セミナー」を開催しました。
　セミナーでは、山梨労働局労働基準部より健康安全課長の篠原敦
氏を講師にお迎えし、労働災害の発生状況のご説明をいただき、労
働組合や労働者に求められる機能・役割、労働災害事例についてご
講演をいただきました。
　講演では、労働安全衛生法に基づき一定の基準に該当する事業所
では安全衛生委員会または衛生委員会を設置しなければならないこ
と、労働災害防止には労使が一体となって労働者の危険または健康障害を防止するための基本となるべき対策を行
うことの必要性などについてお話ししていただきました。
　安心安全に働くことのできる職場を構築することは、労働組合として重要な取り組みでもあり、「連合労働安全
衛生取り組み指針」に基づき、労働災害防止に向けた取り組みの必要性を再認識したセミナーとなりました。

組織対策委員会　委員長　藤田 益孝　

　74年前、戦時中の甲府に大規模な空襲があった
7月6日に合わせ、7月4日（木）から10日（水）まで、
甲府駅北口の県立図書館を会場に「第38回甲府空襲
戦争と平和・環境展」を開催しました。空襲による
被害の状況を示す各種データや甲府の街並みを記録
した写真、実物の焼夷弾や当時の生活用品など、
450点を超える展示を行い、来場者は昨年を大幅に
上回る3,388人となり、関心の高まりを感じます。
　期間中は多くの児童生徒や若者も訪れ、戦争の悲
惨さを感じていました。年配の方からは「続けて
やっていってほしい」という声もたくさんいただい
ています。これからも空襲展を通じて、平和への願
いを広げていきたいと思います。

甲府空襲展実行委員会  山教組  三枝 雄太　

　7月26日（金）から28日（日）まで，富士吉田市
民会館において、約2,000人の方々に来場していた
だき「伝えよう戦争　つなげよう平和」のテーマの
もと『第37回吉田空襲展』を開催いたしました。
　「吉田空襲を学ぶ会」では、明見地区にある「一億
總特攻の碑」について研究された講師の方に「な
ぜ、吉田は空襲を受けたのか」をテーマに講演をし
ていただきました。
　展示では、「一億總特攻の碑と吉田空襲につい
て」、「世界の子どもたちの現状について」、「現在の
世界情勢について」などを通して、私たちの住む地
域から日本・世界へと目を向けることができまし
た。また、山本美香さんのパネル展示、戦時食試食
コーナー、戦争遺跡を巡る吉田空襲フィールドワー
クなどを実施し、戦後74年の夏、平和の尊さにつ
いて考えるよい機会となりました。

吉田空襲展実行委員会  山教組  松井 亮祐　

第38回 甲府空襲

戦争と平和･環境展

第38回 甲府空襲

戦争と平和･環境展
10
WED

7 4 ～
THU

第37回吉田空襲展第37回吉田空襲展28
SUN

7 26～
FRI

7 10
WED
労働安全衛生セミナー労働安全衛生セミナー

労働災害防止に向けた
　取り組みの必要性を再認識！

平和への願い
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～政治や行政に女性参画を～～政治や行政に女性参画を～

やまなし男と女とのフォーラムやまなし男と女とのフォーラムやまなし男と女とのフォーラム
ひと ひとひと ひと

6 22
SAT

　6月22日（土）甲府総合市民会館にて「やまなし男（ひと）と女（ひと）とのフォーラム」が開催された。立教大
社会学部の萩原なつ子教授が「男女共同参画社会って何？～基礎から学び直す男女共同参画～」と題し、講演を
行った。
　1999年に男女共同参画社会基本法が施行されて20年が経つ。重要なポイントは、性別にとらわれない多様な
生き方、働き方を選択できる社会の実現である。ま
た、日本が1985年に批准した「世界の女性の憲法」
ともいわれる「女性差別撤廃条約」も、女性参画にお
ける重要ポイントともいえる。萩原氏は「この条約
は、女性だけでなく男性にとっても、生きやすい社
会をめざしている。実は、男性も性別役割分担意識
に縛られているのだ」と、訴えた。
　令和時代のキーワードは「多様性」である。異なる
性質や生き方、考え方を認め合うことで、新しい価
値を創り出していくことができるのだろう。

女性委員会　委員長　辻　由樹　

やまなし労福協
第34回チャリティーゴルフ大会のご案内
日　　時 ● 2019月10月3日（木）

場　　所 ● カントリークラブ グリーンバレー

参 加 費 ● 1,000円（チャリティ金･パーティー代･賞品代等含む）

プレー費 ● ビジター 7,800円･メンバー 5,800円

　　　　　 （セルフプレー･昼食･ワンドリンク付き）

募集人数 ● 100名（25組）

申し込み ● 労福協 TEL 055-227-6290白樺コース（HPより）

多様な考えを受け入れよう！


